
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て 

 

自
公
を
少
数
に
追
い
込
ん
だ 

い
ま
大
き
な
歴
史
的
岐
路
に
あ
る 

「
新
し
い
政
治
プ
ロ
セ
ス
」
を
前
に
進
め
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す 
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参
議
院
選
挙
の
結
果
を

受
け
て
、
金
山
総
合
駅
前
で 

 

す
や
ま
初
美 

愛
知
選
挙

区
候
補
、
鈴
木
こ
う
い
ち 

比
例
候
補
、
も
と
む
ら
伸
子

衆
院
議
員
は
、
参
院
選
挙

後
、
街
頭
に
立
ち
、
差
別
を

許
さ
ず
、
公
約
実
現
の
た
め

の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

日本共産党比例得票

得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率

静岡 71,835 4.18 -3,041 -0.47 -20,996 -1.83 74,876 4.65 92,831 6.01

愛知 137,534 3.84 -41,366 -1.68 -41,275 -1.92 178,900 5.52 178,809 5.76

岐阜 38,355 4.15 -5,855 -0.94 -11,257 -1.63 44,210 5.09 49,612 5.78

三重 28,434 3.36 -8,179 -1.27 -6,904 -1.32 36,613 4.63 35,338 4.68

東海合計 276,158 3.91 -58,441 -1.25 -80,433 -1.79 334,599 5.14 356,591 5.69

井上地域合計 538,168 4.60 -105,623 -1.34 -117,729 -1.69 643,791 5.94 655,897 6.29

全国 2,864,738 4.84 -498,228 -1.32 -753,604 -1.98 3,362,966 6.16 3,618,342 6.82

得票数 得票率 得票数増減 得票率増減 得票数 得票率 得票数増減 得票率増減

日本共産党 276,160 3.91 334,599 5.16 -58,439 -1.25 356,589 5.69 -80,429 -1.79 

自由民主党 1,491,353 21.10 1,717,737 26.47 -226,384 -5.37 2,237,308 35.72 -745,955 -14.62 

立憲民主党 926,645 13.11 1,474,074 22.72 -547,428 -9.60 786,169 12.55 140,477 0.56

公明党 578,833 8.19 665,939 10.26 -87,106 -2.07 713,061 11.39 -134,228 -3.19 

日本維新の会 351,607 4.98 427,548 6.59 -75,941 -1.61 732,371 11.69 -380,765 -6.72 

国民民主党 1,098,016 15.54 837,587 12.91 260,428 2.63 573,701 9.16 524,314 6.38

社会民主党 116,473 1.65 90,708 1.40 25,765 0.25 110,674 1.77 5,800 -0.12 

れいわ新選組 509,056 7.20 506,112 7.80 2,944 -0.60 288,766 4.61 220,290 2.59

参政党 922,239 13.05 179,069 2.76 743,170 10.29 224,848 3.59 697,391 9.46

日本保守党 437,910 6.20 255,726 3.94 182,184 2.26

その他 358,353 5.07

4県合計 7,066,644

4県まとめ 得票数 得票率
24年衆院選 22年参院選

24衆院選比 22参院選比25年参院選比例 24年衆院比例 22参院比例

猛
暑
の
中
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
比
例
代
表
は
２
議
席
、
選
挙
区
は
東
京
選
挙
区

の
１
議
席
に
と
ど
ま
り
、
私
は
５
期
目
の
当
選
を
果
た
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
残
念
で
す
。 

 

自
公
を
少
数
に
追
い
込
ん
だ
国
民
の
願
い
に
こ
た
え
て
、
こ
れ
か

ら
も
草
の
根
か
ら
が
ん
ば
り
、
排
外
主
義
と
は
立
ち
向
か
っ
て
い
き

ま
す
。 

 

戦
後
・
被
爆
８
０
年
の
今
年
、
８
月
に
開
か
れ
る
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
・
広
島
に
私
も
参
加
し
ま
す
。 比

例
代
表
候
補 

井
上
さ
と
し 



 （
１
） 

 

７
月
２
０
日
に
投
開
票
さ
れ
た
参
議

院
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
は
、
比
例
代
表

選
挙
で
「
６
５
０
万
票
、
１
０
％
以
上
、

５
議
席
獲
得
」
を
目
標
に
た
た
か
い
ま

し
た
が
、
得
票
で
２
８
６
万
４
千
票
、
得

票
率
４
・
８
４
％
に
と
ど
ま
り
、
改
選
４

議
席
か
ら
２
議
席
へ
の
後
退
と
な
り
ま

し
た
。
直
近
の
国
政
選
挙
と
比
べ
る
と
、

比
例
の
得
票
数
・
得
票
率
は
、
前
回
参
院

選
の
３
６
１
万
８
千
票
（
６
・
８
２
％
）、

昨
年
の
総
選
挙
の
３
３
６
万
２
千
票

（
６
・
１
６
％
）
か
ら
、
さ
ら
に
後
退
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

選
挙
区
選
挙
で
は
、
東
京
選
挙
区
で
、
東

京
の
党
と
後
援
会
の
奮
闘
と
、
東
京
都

議
選
か
ら
の
連
続
す
る
全
国
の
み
な
さ

ん
の
支
援
に
よ
っ
て
、
吉
良
よ
し
子
候

補
の
３
選
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
喜
び
で
す
。
し
か
し
、
京
都
選
挙

区
、
埼
玉
選
挙
区
で
、
大
激
戦
に
競
り
勝

て
ず
、
現
職
議
席
を
失
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
結
果
は
、
大
変
に
悔
し

く
残
念
な
結
果
で
す
。
日
本
共
産
党
を

ご
支
持
い
た
だ
い
た
有
権
者
の
み
な
さ

ん
、
猛
暑
の
な
か
大
奮
闘
さ
れ
た
支
持

者
、
後
援
会
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
党
員
の

み
な
さ
ん
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
期
待
に
こ
た
え
る
結
果
を

出
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

党
内
外
の
ご
意
見
を
受
け
止
め
、
次
の

中
央
委
員
会
総
会
で
し
っ
か
り
と
教
訓

を
引
き
出
し
、
次
の
国
政
選
挙
の
た
た

か
い
に
必
ず
生
か
し
、
捲
土
重
来
を
期

す
決
意
で
す
。 

 

（
２
） 

選
挙
全
体
の
結
果
で
、
自
民
党
、
公
明
党

を
、
昨
年
の
衆
院
選
に
つ
づ
き
、
参
院
で

も
少
数
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
は
、
そ
れ

自
体
と
し
て
は
、
日
本
の
政
治
に
と
っ

て
大
き
な
前
向
き
の
変
化
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
こ
の
参
院
選
を
、
参
院

で
も
自
民
党
・
公
明
党
を
少
数
に
追
い

込
み
、
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
展

望
を
開
く
選
挙
に
す
る
こ
と
を
大
目
標

に
す
え
、
自
民
党
政
治
に
正
面
か
ら
対

決
し
、
責
任
あ
る
対
案
を
示
し
て
選
挙

を
た
た
か
い
ぬ
き
ま
し
た
。
市
民
と
野

党
の
共
闘
の
新
た
な
発
展
を
め
ざ
し

て
、
全
国
１
７
の
１
人
区
で
候
補
者
を

一
本
化
し
、
１
２
の
１
人
区
で
勝
利
を

か
ち
と
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
自
公
へ

の
審
判
を
下
す
う
え
で
の
貢
献
と
な
り

ま
し
た
。
沖
縄
選
挙
区
で
、「
オ
ー
ル
沖

縄
」
の
議
席
を
守
り
抜
い
た
こ
と
は
、
今

後
の
沖
縄
で
の
た
た
か
い
に
と
っ
て
重

要
な
勝
利
で
す
。 

一
方
、
自
民
党
の
補
完
勢
力
や
、
外
国
人

へ
の
差
別
を
売
り
物
に
す
る
排
外
主

義
・
極
右
的
潮
流
が
議
席
と
得
票
を
伸

長
さ
せ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
こ
と

は
重
大
で
す
。
補
完
勢
力
と
排
外
主
義

の
動
き
は
、
そ
う
し
た
立
場
に
立
つ
特

定
の
政
党
の
消
長
に
選
挙
戦
の
焦
点
が

あ
る
か
の
よ
う
に
煽
り
立
て
る
一
部
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
選

挙
戦
の
真
の
争
点
を
覆
い
隠
す
と
い
う

有
害
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
わ

が
党
の
前
進
を
妨
げ
る
大
き
な
圧
力
と

な
っ
て
作
用
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
わ
が

党
が
こ
の
逆
流
と
き
っ
ぱ
り
た
た
か
う

姿
勢
を
貫
い
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
現

状
を
憂
え
る
人
々
の
な
か
に
新
た
な
信

頼
を
広
げ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
わ
が

党
は
、
補
完
勢
力
と
排
外
主
義
・
極
右
的

潮
流
の
危
険
性
を
直
視
し
、
人
間
の
平

等
、
人
権
と
民
主
主
義
を
守
り
抜
く
立

場
か
ら
断
固
と
し
て
た
た
か
い
ま
す
。 

排
外
主
義
の
潮
流
が
台
頭
し
て
い
る
根

っ
こ
に
は
、
暮
ら
し
の
深
刻
な
困
難
と

政
治
へ
の
閉
塞
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

影
響
を
受
け
て
い
る
人
々
も
含
め
て
、

そ
の
切
実
な
要
求
に
こ
た
え
展
望
を
し

め
す
と
り
く
み
を
大
い
に
強
め
て
い
く

決
意
で
す
。 

一
方
で
、
自
公
の
少
数
へ
の
転
落
、
他
方

で
、
危
険
な
逆
流
の
台
頭
。
日
本
の
政
治

は
、
い
ま
大
き
な
歴
史
的
岐
路
に
あ
り
、

政
治
の
大
き
な
激
動
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
自
公
政
権
と
そ
の
補
完
勢
力
、
排
外

主
義
・
極
右
的
潮
流
に
正
面
か
ら
対
決

し
、
政
治
の
転
換
を
め
ざ
す
日
本
共
産

党
の
役
割
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
い
ま
日
本
の
政
治
に
は
、

時
流
に
流
さ
れ
ず
正
論
を
貫
く
政
党
が

必
要
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
自

覚
し
、
国
民
と
と
も
に
、
自
民
党
政
治
に

代
わ
る
新
し
い
政
治
を
模
索
・
探
求
す

る
「
新
し
い
政
治
プ
ロ
セ
ス
」
を
前
に
進

め
る
た
め
に
、
全
力
を
あ
げ
る
決
意
で

す
。 

 

（
３
） 

参
議
院
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
が
行
っ

た
政
策
的
な
訴
え
は
、
責
任
あ
る
財
源

提
案
と
セ
ッ
ト
で
消
費
税
減
税
を
進
め

る
、
政
治
の
責
任
で
賃
上
げ
を
推
進
す

る
、
医
療
と
介
護
の
崩
壊
を
止
め
社
会

保
障
予
算
を
拡
充
す
る
、
大
軍
拡
に
反

対
し
、
外
交
の
力
で
東
ア
ジ
ア
の
平
和

を
つ
く
る
な
ど
、
ど
れ
も
が
国
民
の
願

い
に
か
な
っ
た
先
駆
的
な
も
の
だ
っ
た

と
考
え
ま
す
。 

日
本
共
産
党
が
選
挙
戦
を
つ
う
じ
て
訴

え
て
き
た
よ
う
に
、「
財
界
・
大
企
業
中

心
」「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
」
と
い
う
自

民
党
政
治
の
「
二
つ
の
ゆ
が
み
」
を
た
だ

す
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
こ
そ
、
暮
ら

し
や
平
和
の
危
機
を
打
開
し
、
政
治
の

閉
塞
状
況
を
打
開
す
る
展
望
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
に
揺
る
が
な
い
確

信
を
も
っ
て
、
新
し
い
国
会
で
の
論
戦

と
活
動
に
の
ぞ
む
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
国
民
の
要
求
実
現
の
運
動
を

お
こ
し
、
選
挙
で
か
か
げ
た
公
約
の
実

現
に
全
力
を
あ
げ
る
も
の
で
す
。 

 

（
４
） 

私
た
ち
が
、
今
度
の
選
挙
戦
を
つ
う
じ

て
痛
感
し
て
い
る
こ
と
は
、
自
民
党
政

治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を
国
民
が
模

索
し
探
求
す
る
「
新
し
い
政
治
プ
ロ
セ

ス
」
を
前
に
進
め
る
た
め
に
は
、
質
の
面

で
も
量
の
面
で
も
、
根
本
的
に
党
の
力

を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。 

国
民
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
た
運
動

を
い
っ
そ
う
強
め
る
と
と
も
に
、
綱
領
、

規
約
、
科
学
的
社
会
主
義
、
党
史
の
学
習

を
抜
本
的
に
強
化
し
、
ど
ん
な
政
治
的

風
波
の
も
と
で
も
前
進
を
か
ち
と
る
こ

と
が
で
き
る
、
質
量
と
も
に
強
く
大
き

な
党
を
つ
く
る―

―

こ
の
こ
と
を
参
院

選
の
痛
苦
の
後
退
か
ら
導
く
最
大
の
教

訓
と
し
て
銘
記
し
、
奮
闘
す
る
決
意
で

す
。 

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て 

 
２
０
２
５
年
７
月
２
１
日 

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
常
任
幹
部
会 


